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宮城いきいき便り いきいきSUNクラブ、宮城いきいき学園の活動を
紹介するページです

　

宮
城
い
き
い
き
学
園
の

卒
業
生
が
企
画
す
る
「
生

き
が
い
健
康
づ
く
り
地
区

大
会
」
が
先
ご
ろ
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
実
施

で
き
な
か
っ
た
石
巻
校
と

気
仙
沼
・
本
吉
校
の
所
在

地
区
を
除
く
、
県
内
３
地

区
で
行
わ
れ
た
。

　

仙
南
地
区
で
は
、
宮
城

い
き
い
き
学
園
仙
南
地
区

連
合
同
窓
会
・
亘
理
会
が

実
行
委
員
会
の
中
心
と
な

り
、
当
初
は
亘
理
町
内
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
震
災
の
影
響
で
岩
沼

市
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼

に
会
場
を
変
更
し
て
行
わ

れ
た
。

　

開
会
式
の
後
の
「
第
一

部　

ミ
ニ
健
康
講
座
」
で

は
「
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
い
つ
も
元
気
に—

笑
い

の
す
す
め—

」
と
題
し
、

仙
台
大
の
高
橋
義
輝
先
生

が
講
話
。
笑
い
が
も
た
ら

す
健
康
へ
の
効
果
に
つ
い

て
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話

し
ぶ
り
に
、
会
場
は
笑
い

の
渦
で
い
っ
ぱ
い
と
な
っ

た
。

　
「
第
二
部　

み
ん
な
で
楽

し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

で
は
、
仙
台
大
の
学
生
の

方
々
の
協
力
で
、
参
加
者

全
員
が
ペ
タ
ン
ク
や
ユ
ニ

カ
ー
ル
な
ど
11
種
目
の
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
適
度
な

運
動
量
で
、
楽
し
く
プ
レ

ー
で
き
る
」
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。

　

宮
城
い
き
い
き
学
園
で

は
、
卒
業
生
全
員
を
「
生

き
が
い
健
康
づ
く
り
推
進

協
力
員
」
に
委
嘱
。
卒
業

後
も
学
園
で
学
ん
だ
知
識

や
経
験
を
生
か
し
、
地
域

の
高
齢
者
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
継
続
的
に
活
動
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
本
大
会

は
、
そ
の
活
動
の
一
つ
。

　

本
年
度
は
仙
南
地
区
の

他
、
大
崎
地
区
と
登
米
・

栗
原
地
区
で
も
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
た
。

生
き
が
い
健
康
づ
く
り
地
区
大
会

　

宮
城
い
き
い
き
学
園
公

開
講
座
「
み
や
ぎ
シ
ニ
ア

の
地
域
活
動
・
交
流
セ
ミ

ナ
ー
」
が
11
月
29
日
、
大

崎
市
古
川
の
大
崎
校
で
開

か
れ
た
。

　

午
前
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮

城
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

会
長
で
、
シ
ニ
ア
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
石
巻
顧

問
で
も
あ
る
宮
川
公
子
さ

ん
が
「
シ
ニ
ア
の
地
域
貢

献
活
動
」
と
題
し
講
演
し

た
。

　

宮
川
さ
ん
は
「
私
た
ち

の
活
動
に
求
め
ら
れ
る
の

は
分
か
ち
合
い
の
世
界
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
は
本
当
に
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
遣
い
か
ら
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。
シ
ニ

ア
世
代
に
は
、
私
た
ち
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
地
域

で
の
大
き
な
役
割
が
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　

午
後
は
、
大
崎
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会

長
の
会
田
征
子
さ
ん
ら
３

人
が
「
シ
ニ
ア
世
代
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

討
論
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
学
園
卒
業

生
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
「
シ

ニ
ア
世
代
の
地
域
貢
献
と

し
て
果
た
す
べ
き
役
割
は

何
な
の
か
。
学
園
在
校
中

か
ら
、
学
園
で
ど
ん
な
地

域
貢
献
活
動
を
や
る
か
、

卒
業
し
た
ら
ど
ん
な
地
域

貢
献
活
動
を
や
る
べ
き
か

共
通
理
解
を
も
っ
て
卒
業

す
べ
き
」
と
強
調
し
た
。

　

同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

休
校
中
の
気
仙
沼
・
本
吉

校
を
除
く
他
の
学
園
で
も

順
次
開
催
さ
れ
る
。

宮
城
い
き
い
き
学
園

宮
城
い
き
い
き
学
園
公
開
講
座

　
「
深
め
よ
う
絆
・
そ
し
て

感
動
を
」
を
テ
ー
マ
に
、

宮
城
い
き
い
き
学
園
登
米
・

栗
原
校
の
文
化
祭
が
10
月
、

登
米
市
迫
町
の
登
米
祝
祭

劇
場
で
行
わ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
冒
頭
、
参

加
者
全
員
で
東
日
本
大
震

災
の
犠
牲
者
に
対
し
て
哀

悼
の
黙
と
う
を
捧
げ
、
そ

の
後
「
宮
城
い
き
い
き
学

園
の
歌
」
を
斉
唱
し
た
。

　

引
き
続
き
、
副
学
園
長

で
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

佐
藤
力
副
会
長
が
あ
い
さ

つ
。「
震
災
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
、
こ
の
よ
う
に
盛

大
な
文
化
祭
が
開
か
れ
る

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

う
。
こ
れ
ま
で
懸
命
に
練

習
し
て
き
た
成
果
や
学
習

の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
、

大
勢
の
ご
来
場
の
皆
さ
ん

に
大
き
な
感
動
を
与
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
本

日
の
文
化
祭
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
、

広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
話
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
、
登
米

市
の
布
施
孝
尚
市
長
が「
大

震
災
の
影
響
が
残
る
中
、

こ
の
よ
う
に
立
派
な
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に

感
動
し
て
い
る
。
学
園
生

の
皆
さ
ん
が
地
域
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後
も

大
い
に
活
躍
さ
れ
る
よ
う

期
待
す
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
学
園

生
や
卒
業
生
が
日
ご
ろ
趣

味
な
ど
で
手
掛
け
た
写
真
、

手
芸
、
工
芸
、
絵
画
、
書
、

農
産
物
な
ど
の
約
１
８
０

点
が
並
ん
だ
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
社
交
ダ
ン
ス
、
太
極

拳
と
い
っ
た
各
ク
ラ
ブ
が

発
表
。
学
園
生
に
よ
る
学

年
ご
と
の
合
唱
、
レ
ク
ダ

ン
ス
、
寸
劇
や
卒
業
生
の

踊
り
、
レ
ク
ダ
ン
ス
も
披

露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　

認
知
症
患
者
に
対
す
る

家
族
や
地
域
の
対
応
を
扱

っ
た
２
年
生
の
寸
劇
「
ど

う
な
る
！
ど
う
す
る
？
認

知
症
」
で
は
、
出
演
者
が

丹
念
に
研
究
し
取
り
入
れ

た
演
技
が
、
来
場
者
の
大

き
な
共
感
を
得
て
い
た
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

本
年
度
は
休
校
の
気
仙
沼
・

本
吉
校
か
ら
も
学
園
生
有

志
が
特
別
友
情
出
演
し
、

盛
ん
に
拍
手
を
浴
び
て
い

た
。

　

宮
城
い
き
い
き
学
園
の

文
化
祭
は
、
日
ご
ろ
の
学

習
成
果
を
総
合
的
に
発
表

す
る
場
。
一
年
で
最
も
大

き
い
行
事
で
、
本
年
度
は

気
仙
沼
・
本
吉
校
を
除
く

４
校
ご
と
に
順
次
開
か
れ

た
。
学
園
の
活
動
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
場
に
も
な
っ
て

い
る
。

気
仙
沼
・
本
吉
校
の
有
志
が
出
演
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

登
米
・
栗
原
校
文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

◆
登
米
・
栗
原
校
文
化
祭

楽しく体を動かした参加者ら（仙南地区）

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
発
表

さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー


